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(
1
)
 

『
黄
氏
日
抄
』

そ
の
学
統
と

字
は
東
発
。
謡
は
文
潔
。
慈
渓
（
浙
江
省
）
の
人
。

宝
祐
四
年
(
―
二
五
六
）
す
な
わ
ち
黄
震
が
四
十
四
歳
の
時
、

進
士
に
合
格
す
る
。
宋
朝
が
滅
び
た
後
、
元
朝
に
仕
え
る
こ
と

を
潔
し
と
せ
ず
、
自
ら
食
を
断
っ
て
餓
死
す
る
。
黄
震
は
朱
子

四
伝
の
弟
子
で
あ
り
、
全
祖
望
は
「
四
明
（
浙
江
省
）
の
専
ら

朱
氏
を
宗
と
す
る
者
、
東
発
最
と
為
す
」
（
『
宋
元
学
案
』

巻
八
十
六
「
東
発
学
案
」
案
語
）
と
評
価
し
て
い
る
。
当
時
、

慈
渓
で
は
陸
象
山
の
弟
子
で
あ
る
楊
簡
を
初
め
と
し
て
、
陸
学

が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
中
で
黄
震
は
朱
子
学
を
宗
と

し
、
陸
学
が
禅
学
に
根
差
し
て
い
る
点
を
大
い
に
批
判
し
た
。

そ
こ
で
黄
宗
義
は
「
東
発
学
案
」
と
称
さ
ず
、
「
四
明
朱
門
学

案
」
と
称
し
て
い
た
（
『
宋
元
学
案
』
巻
八
十
六
「
東
発
学
案
」

の
巻
数

王
梓
材
案
語
）
。
ま
た
章
学
誠
な
ど
は
黄
震
を
朱
子
再
伝
の
弟

子
と
見
な
し
て
い
る
（
『
文
史
通
義
』
朱
陸
篇
）
。

し
か
し
黄
震
は
朱
子
学
を
宗
と
し
な
が
ら
も
、
そ
の
学
説
は

時
と
し
て
独
自
の
見
解
に
基
づ
き
、
朱
子
の
説
に
拠
ら
な
い
こ

と
も
あ
る
。
『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
は
こ
れ
を
「
或
い
は
諸

家
を
引
き
て
以
て
朱
子
を
翼
け
、
或
い
は
朱
子
を
舎
て
て
諸
家

を
取
り
、
亦
た
門
戸
の
見
を
堅
持
せ
ず
。
蓋
し
震
の
朱
[
子
]

ま
こ
と

を
学
ぶ
や
、
一
に
朱
[
子
]
の
程
[
子
]
を
学
ぷ
が
如
し
o

反

ぜ

復
発
明
し
、
務
め
て
其
の
是
を
求
む
。
中
に
得
る
所
無
く
し
て

徒
に
声
価
を
仮
借
す
る
者
に
非
ず
」
と
述
べ
、
黄
百
家
（
宗
義

の
子
)
は
「
『
[
黄
氏
]
日
抄
』
の
作
、
諸
儒
を
折
衷
す
。
即

ち
考
亭
（
朱
子
）
に
お
け
る
も
亦
た
肯
て
荀
同
せ
ず
。
其
の
自

ら
得
る
所
深
し
」
（
『
宋
元
学
案
』
巻
八
十
六
「
東
発
学
案
」

案
語
）
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
評
価
か
ら
見
て
も
黄
震
が

神

林

裕

子

(100) 
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(a)
紹
定
本
（
刊
本
）

[
序
目
]
目
次
（
毎
半
葉
十
行
）

[
版
式
]
左
右
双
辺
•
毎
半
葉
十
行
・
毎
行
二
十
字
・
版
心
白

ロ
・
双
魚
尾
・
両
魚
尾
の
間
に
篇
名
・
下
象
鼻
に
小

墨
園
(
O

印
）
と
葉
数
と
刻
者
姓
名
と
・
耳
格
（
各

葉
の
左
上
欄
外
）
に
項
目
名

[
避
-
眸
]
宋
代
の
皇
帝
の
諒
で
あ
る
恒
・
偵
・
桓
•
慎
な
ど
が

欠
筆
に
な
っ
て
い
る
。

[
刊
記
]
目
次
の
後
に
「
紹
定
二
年
菊
月
／
積
徳
堂
校
正
刊
」

①
宋
版

(
2
)
 

た
だ
単
に
朱
子
に
迎
合
す
る
者
で
な
い
こ
と
が
分
か
る
。

『
黄
氏
日
抄
』
（
以
後
『
日
抄
』
と
略
記
）
九
十
七
巻
は
こ

の
黄
震
の
代
表
的
著
作
で
あ
り
、
黄
震
が
閲
覧
し
た
経
書
、
史

書
あ
る
い
は
文
集
等
に
つ
い
て
の
箭
記
お
よ
び
自
作
の
文
章
を

集
め
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
黄
震
の
著
作
に
は
他
に
『
古
今
紀

要
』
十
九
巻
、
『
古
今
紀
要
逸
編
』
一
巻
が
あ
る
。

『
黄
氏
日
抄
』
の
書
誌

と
あ
る
。

『
日
抄
』
の
最
も
古
い
版
本
は
、
宋
の
紹
定
二
年
(
―
ニ
ニ

九
）
の
こ
の
版
本
で
あ
る
が
、
そ
の
根
拠
は
、
目
次
の
最
終
葉

に
見
ら
れ
る
刊
記
だ
け
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
紹
定
二
年
の
時
点

で
は
、
黄
震
は
わ
ず
か
十
六
オ
で
あ
る
。
黄
震
の
年
齢
に
つ
い

て
は
、
『
宝
祐
四
年
登
科
録
』
巻
四
十
八
に
記
録
が
あ
る
の
で
、

ま
ず
間
違
い
が
な
い
。
阿
部
隆
一
氏
は
、
林
政
華
氏
の
「
所
謂

宋
紹
定
二
年
刊
本
黄
氏
日
抄
弁
誤
」
（
『
書
目
季
刊
』
第
七
巻

第
一
期
民
国
六
一
年
秋
季
号
）
を
根
拠
の
ひ
と
つ
に
挙
げ
、
こ

゜

の
「
紹
定
二
年
」
の
刊
記
を
偽
刻
と
見
な
し
て
い
る
。
し
か
し

D

阿
部
氏
は
本
版
そ
の
も
の
は
、
宋
末
あ
る
い
は
宋
末
元
初
間
の

Cl

刊
刻
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
が
な
い
と
す
る
（
『
中
国
訪
書
志
』

昭
和
五
一
年
・
汲
古
書
院
）
。
ま
た
元
の
至
元
三
年
(
-
三
三

七
）
に
刊
行
さ
れ
た
『
日
抄
』
の
沈
逹
の
序
文
に
以
下
の
よ
う

に
あ
る
。[

黄
震
は
穴
ム
暇
に
閲
す
る
所
の
経
史
諸
書
、
随
手
考
訂
し
、

ぁ

奏
箭
．
申
請
・
勧
誡
等
を
井
わ
せ
て
、
凡
そ
百
巻
と
作
し
、

之
を
名
づ
け
て
日
抄
と
曰
い
、
錢
梓
し
、
世
に
行
わ
る
。

れ
い
し

元
の
両
ご
ろ
兵
燈
に
釦
た
る
。
諸
孫
の
礼
之
祖
訓
の

失
墜
す
る
を
憚
れ
、
購
求
捜
絹
し
、
補
刻
僅
ぼ
完
ら
ん
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と
し
て
、
予
（
沈
達
）
に
之
に
序
せ
ん
こ
と
を
属
す
。

こ
の
序
文
か
ら
も
、
宋
末
あ
る
い
は
宋
末
元
初
間
に
は
『
日
抄
』

の
全
巻
が
既
に
刊
行
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
宋
版

『
日
抄
』
を
張
鉤
衡
『
適
園
蔵
書
志
』
は
「
『
黄
氏
経
日
抄
』

三
十
巻
」
と
記
し
、
ま
た
李
振
宜
『
李
湧
掌
蔵
書
目
』
も
「
『

黄
氏
経
日
抄
』
三
十
巻
、
『
黄
氏
史
日
抄
』
十
九
巻
」
と
記
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
宋
代
に
は
、
『
日
抄
』
は
「
経
」
部
、
「

史
」
部
な
ど
内
容
別
に
単
行
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
み
え
る
。
現

在
、
こ
の
紹
定
本
は
、
た
と
え
ば
台
湾
国
立
中
央
図
書
館
に
二

部
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
『
台
湾
国
立
中
央
図
書
館
善
本
書
目
』

に
よ
れ
ば
、
一
部
は
巻
一
か
ら
巻
二
十
ま
で
の
計
三
十
巻
、
も

う
一
部
は
巻
二
十
九
・
巻
三
十
お
よ
び
巻
七
十
五
か
ら
巻
七
十

七
ま
で
の
計
五
巻
が
残
っ
て
い
る
。

同
書
の
複
写
を
実
見
し
た
か
ぎ
り
で
は
、
こ
の
紹
定
本
に
は

か
な
り
多
く
の
句
読
点
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
『
日
抄
』
の
巻

一
か
ら
巻
二
十
ま
で
の
「
経
」
部
で
は
、
先
ず
経
文
を
挙
げ
、

次
に
そ
の
経
文
に
対
す
る
注
を
、
行
を
改
め
て
一
格
下
げ
て
記

し
て
い
る
。
そ
の
際
に
紹
定
本
は
、
経
文
に
は
「
O

」
を
、
注

に
は
「
、
」
を
用
い
て
旬
切
っ
て
い
る
。
ま
た
経
文
中
に
は
、

と
こ
ろ
ど
こ
ろ
漢
字
の
四
声
を
示
す
声
点
を
記
し
て
い
る
。
そ

し
て
先
に
挙
げ
た
経
書
の
文
字
を
注
に
引
い
て
説
明
す
る
場
合

に
は
、
そ
の
文
字
に
丸
括
弧
を
付
し
て
い
る
。
さ
ら
に
ま
た
文

章
の
要
点
と
な
る
箇
所
に
は
、
圏
点
あ
る
い
は
墨
線
を
加
え
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
諸
記
号
は
本
版
以
後
の
版
本
に
不
完
全
で
は

あ
る
が
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

(
b
)
十
行
本
（
刊
本
）

[
序
目
]
沈
達
序
（
毎
半
葉
五
行
・
毎
行
十
字
）

半
葉
十
行
）

属
式
]
左
右
双
辺
•
毎
半
葉
十
行
・
毎
行
二
十
字
・
版
心
白

ロ
・
双
魚
尾
・
両
魚
尾
の
間
に
巻
数
・
下
象
鼻
に
葉

数
と
刻
者
姓
名
と

[
避
-
眸
]
宋
版
の
形
式
に
倣
っ
て
、
宋
代
の
皇
帝
の
諒
が
欠
筆

に
な
っ
て
い
る
。

②
元
版

•
目
次
（
毎

(
C
)

十
三
行
本
（
刊
本
）

属
目
]
沈
逹
序
（
毎
半
葉
五
行
・
毎
行
十
字
）
・
目
次
（
毎

半
葉
十
二
行
）

(102) 
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[
版
式
]
四
周
双
辺
•
毎
半
葉
十
三
行
・
毎
行
二
十
四
字
・
版

心
線
黒
ロ
・
双
魚
尾
・
両
魚
尾
の
間
に
書
名
と
巻
数

と
篇
名
と
・
下
魚
尾
に
葉
数

[
避
眸
]
宋
版
の
形
式
に
倣
っ
て
、
宋
代
の
皇
帝
の
眸
が
欠
筆

に
な
っ
て
い
る
。

[
そ
の
他
]
句
読
点
を
初
め
と
す
る
宋
版
の
諸
記
号
を
採
り
入

れ
て
い
る
箇
所
が
か
な
り
多
い
。
た
だ
版
心
の
葉
数

等
を
間
々
草
書
体
で
表
し
て
い
る
点
が
宋
版
と
異
な

る
。
そ
し
て
版
心
に
し
ば
し
ば
「
巻
」
に
代
わ
っ
て

「

1
」
や
「
フ
」
の
字
を
用
い
て
い
る
。
こ
れ

は
草
書
体
の
「
丁
」
に
似
て
い
る
。
ま
た
各
巻
の
第

一
葉
と
最
終
葉
と
に
は
、
両
魚
尾
の
間
に
書
名
等
を

記
す
代
わ
り
に
「
ふ
柊
＾
＾

9
」
と
い
う
花
紋
記
号
を

使
っ
て
い
る
。

沈
達
は
そ
の
序
文
の
中
で
、
こ
の
元
版
は
、
黄
震
の
子
孫
で

あ
る
礼
之
と
い
う
人
物
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
と
述
べ
、
そ
の

序
末
に
は
「
至
元
三
年
歳
在
丁
丑
」
(
-
三
三
七
）
と
あ
る
。

陸
心
源
『
儀
顧
堂
続
跛
』
お
よ
び
莫
伯
職
『
五
十
万
巻
楼
書
目

録
』
は
、
こ
の
元
版
の
刊
行
年
度
を
「
至
正
三
年
」
(
-
三
四

三
）
と
す
る
が
、
こ
れ
は
誤
り
で
あ
ろ
う
。
な
お
現
在
、
十
行

本
の
方
は
、
た
と
え
ば
台
湾
国
立
中
央
図
書
館
に
三
部
、
十
三

行
本
の
方
は
、
た
と
え
ば
日
本
の
静
嘉
堂
文
庫
お
よ
び
内
閣
文

庫
に
そ
れ
ぞ
れ
一
部
ず
つ
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
こ
の
二
種

類
の
元
版
の
う
ち
、
十
三
行
本
の
方
に
は
少
々
問
題
が
あ
る
。

こ
れ
ま
で
、
こ
の
静
嘉
堂
蔵
の
十
三
行
本
は
、
そ
の
も
と
の

所
蔵
者
で
あ
る
陸
心
源
に
よ
っ
て
元
版
と
見
な
さ
れ
て
き
た
（

『
儀
顧
堂
続
跛
』
巻
九
）
。
『
五
十
万
巻
楼
蔵
書
目
録
』
な
ど

は
陸
心
源
の
説
に
そ
の
ま
ま
倣
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
平
成
四

年
に
汲
古
書
院
か
ら
『
静
嘉
堂
文
庫
宋
元
版
図
録
』
が
出
版
さ

れ
、
そ
の
凡
例
に
は
「
昭
和
五
年
刊
の
「
静
嘉
堂
文
庫
漢
籍
分

類
目
録
」
で
は
宋
・
元
刊
本
と
し
て
著
録
さ
れ
、
そ
の
後
の
調

査
に
よ
り
明
刊
本
と
認
定
し
た
図
書
は
、
当
然
な
が
ら
本
図
録

か
ら
省
い
た
」
と
あ
る
。
実
は
こ
の
十
三
行
本
も
、
そ
の
際
に

元
版
か
ら
明
版
に
改
め
ら
れ
た
。
静
嘉
堂
文
庫
の
司
書
の
増
田

晴
美
氏
の
談
話
に
よ
れ
ば
、
長
沢
規
矩
也
氏
が
、
静
嘉
堂
蔵
の

十
三
行
本
は
元
版
の
精
巧
な
覆
刻
本
で
あ
る
と
い
う
判
断
を
下

し
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
長
沢
氏
の
説
に
よ
る
か
ぎ
り
、
静
嘉

堂
蔵
の
士
二
行
本
の
底
本
と
な
っ
た
毎
半
葉
十
三
行
の
元
版
は

確
か
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
京
都
大
学
人

文
科
学
研
究
所
所
蔵
の
『
京
師
図
書
館
善
本
書
目
録
』
（
欠
名

(103) 
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③
明
版

撰
）
も
ま
た
毎
半
葉
十
三
行
の
『
日
抄
』
を
載
せ
て
「
明
版
」

と
記
し
て
い
る
。
版
式
そ
の
他
が
静
嘉
堂
蔵
の
十
三
行
本
と
一

致
す
る
の
で
、
両
本
は
同
一
版
本
と
考
え
ら
れ
る
。
も
し
同
一

版
本
で
あ
る
な
ら
ば
、
『
京
師
図
書
館
善
本
書
目
録
』
が
い
う

「
明
版
」
と
は
、
一
体
ど
の
よ
う
な
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
の

で
あ
ろ
う
か
。
静
嘉
堂
蔵
の
十
三
行
本
と
同
様
に
、
京
師
図
書

館
蔵
の
士
二
行
本
も
明
代
に
で
き
た
元
版
の
覆
刻
本
で
あ
る
と

い
う
意
味
な
の
か
、
あ
る
い
は
毎
半
葉
十
三
行
の
『
日
抄
』
は

そ
も
そ
も
元
版
で
は
な
く
明
版
で
あ
る
と
い
う
意
味
な
の
で
あ

ろ
う
か
。
も
し
前
者
の
意
味
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
底
本
と
な

っ
た
毎
半
葉
十
三
行
の
元
版
は
実
在
す
る
こ
と
に
な
る
。
後
者

の
意
味
で
あ
る
な
ら
ば
、
毎
半
葉
十
三
行
の
元
版
は
実
在
し
な

い
こ
と
に
な
る
。
残
念
な
が
ら
今
回
の
調
査
で
は
京
師
図
書
館

蔵
の
十
三
行
本
を
直
接
見
る
機
会
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
静

嘉
堂
文
庫
お
よ
び
内
閣
文
庫
蔵
の
十
三
行
本
も
、
十
行
本
と
同

様
に
宋
代
皇
帝
の
諒
を
避
け
て
お
り
、
ま
た
何
の
刊
記
も
見
ら

れ
な
い
こ
と
も
あ
り
、
十
三
行
本
の
年
代
の
特
定
に
は
な
お
再

検
討
の
余
地
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

(
d
)
襲
氏
本
（
刊
本
）

属
目
]
沈
逹
序
（
毎
半
葉
五
行
・
毎
行
十
字
）
・
目
次
（
毎

半
葉
十
二
行
）
（
以
上
は
す
べ
て
十
三
行
本
の
形
式

に
そ
の
ま
ま
倣
っ
て
お
り
、
字
様
も
同
じ
で
あ
る
。
）

属
式
]
四
周
双
辺
•
毎
半
葉
十
四
行
・
毎
行
二
十
六
字
・
版

心
線
黒
ロ
・
双
魚
尾
•
上
象
鼻
に
書
名
・
両
魚
尾
の

間
に
篇
名
と
巻
数
と
・
下
象
鼻
に
葉
数

祠
巴
沈
達
の
序
文
の
後
に
「
正
徳
己
卯
孟
秋
／
書
林
襲
氏

゜

重
比
」
（
正
徳
―
四
年
）
、
巻
二
十
二
の
巻
末
に
「
い

正
徳
戊
寅
歳
孟
冬
／
襲
氏
明
賓
堂
新
梨
」
（
正
徳
一
〇

三
年
）
、
巻
四
十
六
の
巻
末
に
「
書
林
襲
氏
重
新
刊

行
」
、
巻
五
十
六
の
巻
末
に
「
正
徳
戊
寅
歳
秋
九
月

二
年
）
、
巻
七

ママ

／
菊
節
襲
氏
明
賓
堂
梨
」
（
正
徳
―
―

十
五
の
巻
末
に
「
正
徳
十
三
年
季
冬
／
襲
氏
明
賓
堂

恕
fT
」
と
あ
る
。

[
そ
の
他
]
元
版
と
同
様
に
宋
版
の
諸
記
号
を
採
り
入
れ
て
い

る
。
ま
た
序
文
の
字
様
を
初
め
と
し
て
元
版
の
表
記

に
倣
っ
て
い
る
箇
所
も
多
い
。

明
の
正
徳
一
四
年
(
-
五
一
九
）
に
、

『
日
抄
』
は
重
刻
さ
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れ
て
い
る
。
清
の
乾
隆
年
間
に
刊
行
さ
れ
た
『
日
抄
』
に
付
さ

れ
て
い
る
沈
起
元
の
序
文
（
「
重
刻
黄
氏
日
抄
序
」
）
に
次
の

よ
う
に
あ
る
。

遺
書
百
巻
至
元
三
年
に
刻
さ
る
。
沈
氏
冨
痔
の
]
年
[
代
]

遠
く
、
板
原
本
を
失
い
、
舛
訛
多
し
。
読
む
者
之
に

苦
し
む
。
新
安
の
注
君
岱
光
（
侃
鍔
）
広
く
諸
本
を
購

い
、
校
讐
す
る
こ
と
二
載
、
重
ね
て
剖
隠
に
付
し
、
序
を

余
に
索
む
。

こ
の
当
の
校
訂
を
行
っ
た
注
侃
鍔
の
跛
文
か
ら
も
、
襲
氏
本
に

は
か
な
り
誤
り
が
多
い
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
乾
隆
年
間
に

か
ろ
う
じ
て
入
手
で
き
た
版
本
は
、
こ
の
襲
氏
本
で
あ
っ
た
。

南
宋
の
黄
東
発
先
生
が
日
抄
九
十
七
巻
、
至
元
三
年
公

孫
の
礼
之
に
梓
行
さ
る
。
年
久
し
け
れ
ば
毀
廃
す
。
今
有

る
所
の
者
は
有
明
の
正
徳
間
の
襲
氏
書
林
重
刊
本
の
み
。

ママ

然
し
て
僅
か
に
什
一
を
千
伯
（
す
な
わ
ち
百
）
に
存
す
る

の
み
。
士
大
夫
争
い
て
購
い
伝
抄
し
、
巻
峡
既
に
繁

く
、
舛
訛
少
な
か
ら
ず
。
古
を
考
う
る
者
以
て
憾
と
為

す
。
余
の
家
先
世
の
蔵
書
数
千
巻
あ
り
。
家
君
復

た
広
く
捜
し
重
ね
て
購
い
、
是
の
書
初
め
て
挿
架
に
帰

た

す
…
…
。
第
だ
玄
琢
魯
魚
[
の
点
]
ヽ
坊
本
疎
略
無
し

と
せ
ず
。
訛
り
を
承
け
謬
を
襲
い
、
漸
に
漫
褪
に
至
り
、

読
む
可
か
ら
ず
。
汝

5
5『
其
れ
意
を
致
せ
。

な
お
こ
の
襲
氏
本
は
、
た
と
え
ば
宮
内
庁
書
陵
部
に
は
二
部
、

静
嘉
堂
文
庫
、
国
会
図
書
館
、
そ
し
て
内
閣
文
庫
に
は
そ
れ
ぞ

れ
一
部
ず
つ
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
内
、
宮
内
庁
蔵
の
襲
氏

本
お
よ
び
内
閣
文
庫
蔵
の
襲
氏
本
に
は
次
の
よ
う
な
特
徴
が
あ

る
。
ま
ず
巻
九
の
二
十
六
葉
目
の
版
心
（
本
来
な
ら
ば
葉
数
が

記
さ
れ
る
部
分
）
に
、
「
甘
六
起
至
州
一
近
」
と
あ
る
。
「
近

（
過
）
」
は
宋
代
で
は
「
火
の
焙
滅
」
す
な
わ
ち
火
が
消
え
る

と
い
う
意
味
に
使
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
（
上
海
辞
書
出
版

社
・
龍
潜
庵
編
著
『
宋
元
語
言
詞
典
』
所
引
の
『
二
程
語
録
』

等
の
用
例
）
。
つ
ま
り
こ
れ
は
二
十
七
葉
か
ら
三
十
葉
ま
で
が

既
に
散
侠
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
巻
十
の
版
心

ママ

に
は
「
十
二
起
至
十
五
近
」
、
巻
十
五
に
は
「
四
十
起
至
四
十

ママ

三
近
」
、
巻
二
十
一
に
は
「
廿
二
至
尾
」
、
巻
七
十
九
に
は
「

四
至
七
」
と
あ
る
。
ま
た
巻
七
十
一
・
巻
七
十
五
に
は
特
に
こ

の
よ
う
な
注
は
無
か
っ
た
が
、
ど
ち
ら
も
二
葉
ず
つ
欠
け
て
い

る
。
一
方
、
静
嘉
堂
蔵
の
襲
氏
本
に
は
こ
の
よ
う
な
注
お
よ
び

欠
葉
は
な
く
、
そ
の
刷
り
が
美
し
い
こ
と
か
ら
見
て
、
刷
り
を

重
ね
る
内
に
前
述
の
箇
所
が
失
わ
れ
て
い
っ
た
と
も
考
え
ら
れ

(105) 
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(e)
江
氏
本
（
刊
本
）

[
序
目
]
沈
逹
「
黄
氏
日
抄
序
」
（
毎
半
葉
五
行
・
毎
行
十
字
）

・
目
次
（
毎
半
葉
十
二
行
）
（
以
上
は
襲
氏
本
に
倣

っ
て
す
べ
て
士
二
行
本
の
形
式
を
採
っ
て
い
る
）
．

沈
起
元
「
重
刻
黄
氏
日
抄
序
」
（
毎
半
葉
六
行
・
毎

行
十
字
）
・
注
侃
鍔
「
賊
」
（
毎
半
葉
十
四
行
・
毎

行
二
十
六
字
）

[
版
式
]
四
周
双
辺
•
毎
半
葉
十
四
行
・
毎
行
二
十
六
字
・
版

心
線
黒
ロ
・
双
魚
尾
•
上
象
鼻
に
書
名
・
両
魚
尾
の

間
に
篇
名
と
巻
数
と
・
下
象
鼻
に
葉
数

祠
記
]
封
面
（
扉
）
の
表
に
「
宋
板
較
刻
／
黄
氏
日
抄
」
と

あ
る
。

清
の
乾
隆
三
二
年
（
一
七
六
七
）
に
、
江
侃
鍔
に
校
訂
さ
れ
、

沈
起
元
が
こ
れ
に
序
を
付
し
た
『
日
抄
』
が
刊
行
さ
れ
る
。
注

④
清
版

る
。
現
在
、
宮
内
庁
お
よ
び
内
閣
文
庫
所
蔵
の
襲
氏
本
の
欠
葉

は
、
後
人
が
補
写
し
て
い
る
。
な
お
次
に
述
べ
る
清
版
で
は
、

前
述
の
欠
葉
は
全
て
補
刻
さ
れ
て
い
る
。

侃
鍔
の
跛
文
に
言
う
。

侃
鍔
善
本
を
訪
求
し
、
戸
を
鍵
し
て
讐
校
す
。
是
く
の

如
く
す
る
こ
と
数
載
。
鋏
く
る
者
は
補
い
、
訛
れ
る
者
は

も
つ
ば

正
し
、
脱
字
に
至
り
て
は
疑
を
[
そ
の
ま
ま
]
伝
え
、
―

ら
其
の
旧
に
俯
り
て
、
敢
え
て
博
（
附
）
会
穿
墜
せ
ず
。

以
て
慎
む
を
志
す
な
り
。

も
つ
ば

こ
こ
に
「
一
ら
其
の
旧
に
俯
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、
注
氏
本
は
、

版
式
や
字
様
さ
ら
に
は
諸
記
号
に
至
る
ま
で
、
か
な
り
忠
実
に

襲
氏
本
に
倣
っ
て
い
る
。
襲
氏
本
も
基
本
的
に
十
三
行
本
に
倣

っ
て
い
る
が
、
諸
記
号
の
採
り
方
等
が
徹
底
し
て
い
な
い
箇
所
い

゜

が
間
々
あ
る
。
さ
ら
に
注
氏
本
は
、
序
文
お
よ
び
目
次
も
襲
氏

cl

本
と
同
様
に
十
三
行
本
の
形
式
を
そ
の
ま
ま
採
用
し
て
い
る
。

た
だ
し
襲
氏
本
の
序
末
等
で
見
ら
れ
た
襲
氏
の
刊
記
は
、
江
氏

本
に
は
な
い
。
ま
た
前
述
の
襲
氏
本
の
後
印
本
に
見
ら
れ
る
欠

葉
は
、
江
氏
本
で
は
、
す
べ
て
補
刻
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
注

氏
本
に
は
、
前
述
の
欠
葉
と
は
ま
た
別
の
欠
葉
が
あ
る
た
め
、

注
氏
本
も
完
璧
な
版
本
と
は
呼
べ
な
い
。
こ
の
注
氏
本
は
、
一

九
七
九
年
に
中
文
出
版
社
（
京
都
）
か
ら
そ
の
影
印
本
が
出
版

さ
れ
て
お
り
、
現
在
、
最
も
入
手
し
や
す
い
版
本
で
あ
る
。
そ

し
て
普
通
、
江
侃
鍔
が
校
訂
し
た
江
氏
本
と
い
う
場
合
、
こ
の
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(
f
)
影
文
淵
閣
本
（
用
文
淵
閣
本
影
抄
本
）

乾
隆
三
二
年
（
一
七
六
七
）
の
版
を
指
す
。

と
こ
ろ
が
今
回
の
調
査
で
、
乾
隆
二
六
年
(
-
七
六
一
）
版

（
以
下
乾
隆
三
二
年
本
を
注
氏
甲
本
、
乾
隆
二
六
年
本
を
注
氏

乙
本
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
）
が
存
在
す
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

注
氏
乙
本
は
、
現
在
、
無
窮
会
の
天
淵
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い

る
。
注
氏
甲
本
と
注
氏
乙
本
と
は
、
同
一
版
本
で
あ
る
が
、
た

だ
注
氏
乙
本
の
沈
起
元
の
序
文
お
よ
び
注
侃
鍔
の
跛
文
に
記
さ

れ
て
い
る
年
号
は
、
「
乾
隆
二
十
五
年
歳
次
庚
辰
」
に
な
っ
て

い
る
。
ま
た
封
面
（
扉
）
に
は
「
宋
本
重
刊
／
黄
氏
日
抄
／
珠

樹
堂
蔵
板
」
と
あ
り
、
そ
の
上
方
に
横
書
き
で
「
乾
隆
辛
巳
春

鍋
」
（
乾
隆
二
六
年
）
と
あ
る
。
な
る
ほ
ど
注
氏
甲
本
の
注
侃

鍔
の
賊
文
を
見
る
と
、
「
三
十
二
」
「
丁
亥
」
の
文
字
は
後
か

ら
は
め
込
ま
れ
た
ら
し
く
、
若
干
歪
ん
で
い
る
。
こ
の
注
氏
乙

本
は
諸
々
の
目
録
等
に
見
ら
れ
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
注
氏
乙

本
は
お
そ
ら
く
私
刻
本
と
し
て
少
部
数
だ
け
刊
行
さ
れ
た
も
の

で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
数
年
後
に
序
賊
の
年
号
等
を
改
め
て
、

今
度
は
大
量
に
刊
行
さ
れ
、
普
及
し
た
の
が
注
氏
甲
本
で
は
な

か
ろ
う
か
。

[
序
目
]
解
題

[
版
式
]
四
周
双
辺
•
毎
半
葉
八
行
・
毎
行
二
十
一
字
・
版
心

白
ロ
・
単
魚
尾
・
魚
尾
の
上
に
「
欽
定
四
庫
全
書
」
と

記
す
・
魚
尾
の
下
に
双
行
で
書
名
と
巻
数
と
葉
数
と

『
日
抄
』
は
、
『
四
庫
全
書
珍
本
二
集
』
（
清
乾
隆
中
勅
輯

・
民
国
六
0
年
・
王
雲
五
撰
•
台
湾
商
務
印
書
館
・
故
宮
博
物

院
蔵
文
淵
閣
本
影
印
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
影
文
淵
閣

本
は
、
注
氏
本
と
は
、
ま
た
別
の
系
統
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
『

日
抄
』
の
ど
の
版
本
に
も
、
脱
字
あ
る
い
は
数
行
に
わ
た
っ
て

空
格
に
な
っ
て
い
る
箇
所
が
多
々
見
ら
れ
る
。
そ
こ
で
当
然
、

文
章
が
途
中
で
切
れ
て
、
文
意
を
成
さ
な
い
と
こ
ろ
も
出
て
来

も
っ
ぱ

る
。
注
倶
鍔
は
賊
文
の
中
で
、
「
一
ら
其
の
旧
に
俯
る
」
と
述

べ
て
い
た
が
、
実
は
襲
氏
本
に
倣
っ
て
、
例
え
ば
十
三
行
本
の

巻
四
十
五
に
見
ら
れ
る
無
意
味
な
空
格
お
よ
び
不
完
全
な
文
章

は
削
除
し
て
い
る
。
江
倶
鍔
の
言
う
「
旧
」
と
は
、
襲
氏
本
を

指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
注
氏
本
の
巻
四
十
五
の
六
葉
目
の
裏
の

「
孟
朝
」
と
い
う
両
字
の
後
に
次
の
よ
う
な
注
が
あ
る
。

原

本

係
I

是
れ
黒
板
（
無
刻
の
状
態
の
ま
ま
刷
ら
れ
た

版
）
な
れ
ば
、
敢
え
て
妄
り
に
写
さ
ず
。

こ
う
述
べ
て
、
「
孟
朝
」
両
字
の
後
に
続
く
約
七
行
分
の
黒
板

(107) 
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お
よ
び
黒
板
に
続
い
て
出
て
く
る
七
行
分
の
文
字
を
削
っ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
汗
倶
鍔
の
校
訂
の
態
度
が
、
彼
の
言
う
「
敢

え
て
偲
（
附
）
会
穿
諮
せ
ず
。
以
て
慎
む
を
志
す
な
り
」
な
の

で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
影
文
淵
閣
本
は
、
た
と
え
文
意
を

成
さ
な
く
て
も
、
極
力
、
旧
版
の
文
字
を
伝
え
よ
う
と
し
て
い

る
。
そ
し
て
文
章
が
途
中
で
切
れ
て
、
以
下
空
格
が
続
く
場
合

は
、
空
格
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
、
た
だ
文
章
の
最
後
に
小
字
で

「
闊
」
と
記
し
て
い
る
。
念
の
た
め
、
十
三
行
本
（
図
①
）

0

注
氏
本
（
図
②
）
・
影
文
淵
閣
本
（
図
③
）
の
巻
四
十
五
の
該

当
部
分
を
最
後
に
図
示
し
て
お
く
。
ま
た
影
文
淵
閣
本
に
は
注

氏
本
に
見
ら
れ
る
欠
葉
を
補
っ
て
い
る
箇
所
も
あ
る
。
し
か
し

宋
版
以
来
、
伝
統
的
に
『
日
抄
』
に
付
さ
れ
て
き
た
旬
読
点
な

ど
の
諸
記
号
は
す
べ
て
削
除
さ
れ
て
い
る
。

(
g
)
渦
氏
本
（
刊
本
）

[
序
目
]
沈
達
「
黄
氏
日
抄
序
」
・
『
四
庫
提
要
』
「
黄
氏
日

抄
」
・
『
宋
史
』
「
儒
林
伝
・
黄
震
」
・
目
次
（
以

上
、
す
べ
て
毎
半
葉
十
四
行
・
毎
行
二
十
六
字
）

[
版
式
]
左
右
双
辺
•
毎
半
葉
十
四
行
・
毎
行
二
十
六
字
・
版

心
線
黒
ロ
・
双
魚
尾
・
両
魚
尾
の
間
に
書
名
と
巻
数

と
双
行
で
篇
名
と
葉
数
と
・
下
象
鼻
に
双
行
で
「
耕

餘
楼
刊
本
」
と
記
す
。

[
刊
記
]
封
面
（
扉
）
の
表
に
「
黄
氏
日
紗
」
裏
に
「
本
塾
蔵

版
／
雲
麓
署
」
と
あ
る
。

同
治
の
挙
人
で
あ
る
張
寿
栄
の
校
訂
、
そ
し
て
潟
祖
憲
の
参

考
を
経
た
の
が
潟
氏
本
で
あ
る
。
潟
氏
本
は
、
年
代
的
に
注
氏

本
よ
り
新
し
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
沈
起
元
の
「
重
刻
黄
氏
日

抄
序
」
お
よ
び
注
倶
鍔
の
「
跛
」
は
採
っ
て
い
な
い
。
ま
た
宋

版
の
諸
記
号
も
採
り
入
れ
て
い
な
い
。
行
数
お
よ
び
字
数
が
た

ま
た
ま
注
氏
本
と
同
じ
で
あ
る
が
、
そ
の
字
様
な
ど
は
明
ら
か

に
注
氏
本
と
は
異
な
っ
て
お
り
、
全
く
別
の
版
本
で
あ
る
。

こ
の
潟
氏
本
の
最
大
の
特
徴
は
、
「
大
字
本
」
に
依
っ
て
校

訂
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
「
大
字
本
」
と
は
、
恐
ら
く
楊
立

誠
『
四
庫
目
略
』
（
民
国
一
八
年
・
浙
江
省
立
図
書
館
排
印
本
）

の
中
で
そ
の
存
在
を
指
摘
す
る
「
大
興
（
河
北
省
）
の
劉
子
重
」

所
蔵
の
「
旧
刻
大
字
本
」
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
だ
が
そ
の
所

在
等
に
始
ま
り
、
そ
の
本
自
身
に
つ
い
て
、
現
在
の
と
こ
ろ
未

詳
で
あ
る
。
潟
氏
本
で
は
、
「
大
字
本
」
に
拠
っ
て
改
め
ら
れ

た
箇
所
に
は
、
必
ず
潟
祖
憲
の
注
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、
や
は

り
「
大
字
本
」
そ
れ
自
体
に
つ
い
て
の
説
明
は
な
い
。
た
だ
注

(108) 
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に
し
ば
し
ば
「
説
札
記
に
詳
し
」
と
だ
け
あ
る
。
こ
の
「
札

記
」
に
つ
い
て
も
現
在
の
と
こ
ろ
未
詳
で
あ
り
、
今
後
も
調
査

を
続
け
た
い
。

こ
の
「
大
字
本
」
に
基
づ
く
凋
氏
本
に
は
、
前
述
の
諸
版
本

に
は
見
ら
れ
な
い
文
章
が
補
わ
れ
て
い
る
箇
所
が
多
々
あ
る
。

先
の
影
文
淵
閣
本
の
と
こ
ろ
で
も
挙
げ
た
巻
四
十
五
な
ど
が
そ

の
よ
い
例
で
あ
る
。
襲
氏
本
お
よ
び
注
氏
本
で
は
意
味
を
成
さ

な
い
と
し
て
削
ら
れ
、
十
三
行
本
お
よ
び
渇
氏
本
で
は
そ
の
ま

ま
収
録
さ
れ
て
い
る
黒
板
の
代
わ
り
に
、
凋
氏
本
は
「
大
字
本
」

に
拠
っ
て
、
約
二
葉
分
の
文
章
を
補
っ
て
い
る
。
ま
た
潟
氏
本

は
「
大
字
本
」
に
従
っ
て
、
文
章
の
入
れ
替
え
を
し
て
い
る
。

た
と
え
ば
注
氏
本
で
は
、
巻
四
十
三
の
「
読
諸
儒
書
十
一
」
と

巻
四
十
四
の
「
読
諸
儒
書
十
二
」
と
が
入
れ
替
っ
て
い
る
が
、

潟
氏
本
は
こ
れ
を
改
め
て
い
る
。
さ
ら
に
ま
た
注
氏
本
の
文
中

に
は
、
間
々
空
格
が
あ
る
が
、
潟
氏
本
は
そ
の
空
格
が
文
意
の

切
れ
目
を
示
す
場
合
に
は
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
き
、
そ
れ
が
脱

字
を
意
味
す
る
場
合
に
は
口
印
を
挿
入
し
て
い
る
。
ま
た
特
に

意
味
を
も
た
な
い
空
格
の
場
合
に
は
、
そ
の
空
格
を
取
り
去
り
、

文
字
を
詰
め
て
い
る
。
し
か
し
『
日
抄
』
に
は
、
ま
だ
ま
だ
欠

け
て
い
る
箇
所
が
多
く
、
混
氏
本
を
以
て
し
て
も
完
璧
と
は
言

(
h
)
抄
本

(
f
の
原
本
「
文
淵
閣
本
」
を
除
く
）

他
に
、
宮
内
庁
に
『
日
抄
』
の
抄
本
が
あ
り
、
版
心
に
「
愛

月
堂
」
と
あ
る
。
だ
が
こ
の
宮
内
庁
蔵
の
抄
本
は
『
日
抄
』
の

巻
四
し
か
残
っ
て
お
ら
ず
、
他
の
版
本
と
の
比
較
は
難
し
く
、

今
回
は
た
だ
そ
の
所
在
だ
け
を
紹
介
し
て
お
く
。

こ
れ
以
外
に
、
静
嘉
堂
に
も
抄
本
が
一
部
伝
わ
っ
て
い
る
。
的

゜

こ
の
静
嘉
堂
蔵
の
抄
本
に
は
襲
氏
本
の
後
印
本
と
同
じ
葉
が
欠

Cl

け
て
い
る
。
そ
の
際
、
こ
の
本
は
欠
け
て
い
る
葉
数
の
分
だ
け
、

白
紙
を
も
っ
て
補
っ
て
い
る
。
た
だ
巻
四
十
五
だ
け
は
、
白
紙

を
補
い
忘
れ
て
お
り
、
「
以
下
原
本
闊
文
、
六
至
十
一
無
書
様
」

と
後
か
ら
付
け
加
え
て
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
注
は
襲
氏
本
の

巻
四
十
五
に
見
ら
れ
る
注
と
一
致
す
る
。
十
三
行
本
の
巻
四
十

五
に
も
同
様
の
注
が
あ
る
が
、
書
式
の
違
い
か
ら
注
に
は
「
九

至
十
四
無
書
様
」
と
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
静
嘉
堂
蔵
の
抄

本
は
、
明
版
の
後
印
本
を
底
本
に
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。

⑤
そ
の
他

え
な
い
。
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(
3
)
 
『
黄
氏
日
抄
』
の
巻
数
問
題

『
日
抄
』
は
も
と
は
全
百
巻
で
あ
っ
た
と
、
沈
達
は
元
の
至

元
三
年
の
序
文
で
述
べ
て
い
る
。
前
述
の
諸
版
本
の
中
で
、
こ

の
百
巻
本
で
あ
っ
た
可
能
性
を
も
つ
の
は
、
宋
の
紹
定
本
だ
け

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
紹
定
本
は
現
在
、
部
分
的
に
し
か
残
っ
て

い
な
い
た
め
、
紹
定
本
の
総
巻
数
に
つ
い
て
は
未
詳
で
あ
る
。

し
か
し
至
元
三
年
の
時
点
で
、
『
日
抄
』
が
全
九
十
七
巻
で
あ

っ
た
こ
と
は
、
現
在
も
ほ
ぽ
完
全
な
形
で
伝
わ
っ
て
い
る
十
行

本
あ
る
い
は
十
三
行
本
か
ら
見
て
ま
ず
間
違
い
な
い
。
こ
れ
以

後
『
日
抄
』
全
九
十
七
巻
と
い
う
形
が
定
着
し
て
い
っ
た
。
し

か
し
既
に
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
『
日
抄
』
に
は
脱
字
や
欠
文

が
非
常
に
多
く
、
こ
の
全
九
十
七
巻
と
い
う
巻
数
に
も
少
々
問

題
が
あ
る
。

実
は
全
九
十
七
巻
と
言
っ
て
も
、
そ
の
内
の
数
巻
は
、
初
め

か
ら
そ
の
全
文
が
失
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
ほ
と
ん

ど
の
目
録
は
、
巻
八
十
一
・
巻
八
十
九
•
巻
九
十
二
の
計
三
巻

を
原
欠
と
し
て
い
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
『
日
抄
』
全
九
十
七

巻
の
内
、
実
際
に
は
計
九
十
四
巻
し
か
存
在
し
な
い
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
四
庫
全
書
関
係
の
書
物
だ
け
は
、
い
ず

れ
も
計
九
十
五
巻
と
し
て
い
る
。
『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
（

以
後
『
四
庫
提
要
』
と
略
記
）
に
は
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

其
の
中
八
十
一
巻
•
八
十
九
巻
は
、
原
本
併
び
に
開
く
。

其
の
存
す
る
者
は
、
実
に
[
計
]
九
十
五
巻
な
り
o

つ
ま
り
『
日
抄
』
の
巻
八
十
一
・
巻
八
十
九
の
計
二
巻
を
原
欠

と
し
て
い
る
。
『
文
渕
閣
四
庫
全
書
提
要
』
な
ど
も
計
九
十
五

巻
と
し
て
お
り
、
こ
れ
は
単
な
る
誤
植
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

た
だ
し
前
述
の
影
文
淵
閣
本
に
付
さ
れ
て
い
る
乾
隆
四
十
五
年

の
提
要
、
い
わ
ゆ
る
「
書
前
提
要
」
だ
け
は
、
他
の
大
半
の
目

録
と
同
様
に
「
八
十
一
巻
•
八
十
九
巻
・
九
十
二
巻
、
原
本

並
び
に
鋏
く
。
其
の
存
す
る
者
は
[
計
]
九
+
四
巻
な
り
」
と

し
て
い
る
。
な
お
四
庫
全
書
関
係
以
外
の
書
物
で
は
、
『
鄭
堂

読
書
記
』
が
「
其
の
文
原
鋏
す
る
も
の
[
計
]
二
巻
」
と
述

べ
て
い
る
。
果
た
し
て
『
日
抄
』
に
は
、
九
十
七
巻
中
、
〈
そ

の
三
巻
を
欠
い
た
九
十
四
巻
本
〉
と
〈
そ
の
二
巻
を
欠
い
た
九

十
五
巻
本
〉
と
の
二
種
類
の
版
本
が
存
在
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

桂
五
十
郎
『
漢
籍
解
題
』
（
明
治
三
十
八
年
・
有
明
書
房
）
も

「
四
庫
提
要
に
、
此
書
を
録
し
、
八
十
一
、
八
十
九
の
二
巻
の

み
鋏
く
と
せ
り
、
余
の
見
た
る
所
は
、
至
元
三
年
鷹
江
の
沈
逹
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の
刻
本
を
、
明
の
正
徳
己
卯
書
陣
襲
某
の
覆
刻
せ
る
も
の
に
し

て
、
前
の
二
巻
の
外
九
十
二
巻
を
鋏
け
り
、
今
姑
＜
之
に
従
う
」

と
疑
問
を
残
し
て
い
る
。
結
論
か
ら
述
べ
る
と
、
前
述
の
諸
版

本
は
す
べ
て
九
十
七
巻
中
の
三
巻
を
欠
い
た
九
十
四
巻
本
で
あ

り
、
お
そ
ら
く
『
四
庫
提
要
』
が
計
九
十
五
巻
と
す
る
の
は
誤

り
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
問
題
の
原
欠
と
さ
れ
て
い
る
三
巻
、
す

な
わ
ち
巻
八
十
一
・
巻
八
十
九
・
巻
九
十
二
を
、
前
述
の
諸
版

本
が
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
っ
て
い
る
か
を
順
に
見
て

い
き
た
い
。
な
お
紹
定
本
は
、
既
に
述
べ
た
通
り
、
部
分
的
に

し
か
残
っ
て
い
な
い
の
で
、
こ
の
考
察
か
ら
は
省
く
。

ま
ず
十
行
本
に
つ
い
て
だ
が
、
そ
の
目
次
部
分
で
は
、
問
題

の
三
巻
の
と
こ
ろ
は
「
巻
八
十
一
」
「
巻
八
十
九
」
「
巻
九
十

二
」
と
巻
数
の
み
を
記
し
て
、
そ
の
次
の
行
に
は
篇
名
を
記
さ

ず
、
い
ず
れ
も
空
欄
に
し
て
い
る
。
そ
し
て
本
文
中
に
は
、
こ

の
三
巻
に
関
す
る
注
は
見
ら
れ
な
い
。
一
方
、
十
三
行
本
も
、

目
次
で
は
十
行
本
と
同
様
に
、
各
巻
の
と
こ
ろ
を
す
べ
て
空
欄

に
し
て
い
る
。
し
か
し
本
文
中
に
、
問
題
の
三
巻
の
前
の
巻
、

す
な
わ
ち
巻
八
十
•
巻
八
十
八
・
巻
九
十
一
の
巻
末
に
は
、
そ

れ
ぞ
れ
「
八
十
一
巻
原
官
版
無
文
字
」
「
八
十
九
巻
原
官
版
無

文
字
」
「
九
十
二
巻
原
官
版
無
文
字
」
と
注
し
て
い
る
。

次
に
襲
氏
本
の
目
次
に
つ
い
て
だ
が
、
こ
れ
は
そ
も
そ
も
十

三
行
本
の
形
式
を
採
っ
て
い
る
の
で
、
十
三
行
本
と
同
様
に
空

欄
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
巻
八
十
•
巻
八
十
八
・
巻
九
十
一
の

巻
末
に
は
、
こ
れ
も
十
三
行
本
と
同
様
に
、
注
を
施
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
巻
八
十
の
巻
末
に
は
「
八
十
一
巻
原
官
版
無
文
字
」
、

ママ

巻
八
十
八
の
巻
末
に
は
「
八
十
九
巻
源
無
文
字
」
と
あ
る
。
た

だ
巻
九
十
二
に
対
す
る
注
だ
け
は
、
巻
九
十
一
の
巻
末
の
最
終

行
に
、
非
常
に
雑
な
字
体
で
、
し
か
も
陰
刻
で
「
九
十
二

9

原
無
文
字
」
（
前
述
し
た
よ
う
に
「

1
」
は
す
な
わ
ち
「
巻
」

の
意
味
）
と
あ
る
。
静
嘉
堂
蔵
の
襲
氏
本
で
は
、
こ
の
巻
九
十

D

一
の
巻
末
の
注
は
精
麗
で
あ
り
、
は
っ
き
り
と
読
み
と
れ
る
が
、

el

宮
内
庁
蔵
の
襲
氏
本
で
は
、
字
が
か
す
れ
て
非
常
に
読
み
に
く

い
。
ま
た
国
会
図
書
館
蔵
の
襲
氏
本
に
至
っ
て
は
、
最
終
行
ま

で
完
全
に
刷
り
上
が
っ
て
い
な
い
た
め
、
こ
の
注
が
見
え
な
い
。

既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
『
日
抄
』
に
は
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
版
が
未

刻
の
ま
ま
刷
ら
れ
て
い
る
箇
所
（
黒
板
）
が
見
ら
れ
る
が
、
国

会
図
書
館
蔵
の
襲
氏
本
で
は
、
そ
の
よ
う
な
箇
所
は
、
極
力
刷

ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

注
氏
本
は
、
襲
氏
本
の
形
式
に
そ
の
ま
ま
倣
っ
て
い
る
の
で
、

襲
氏
本
と
全
く
同
じ
状
態
で
あ
る
。
影
文
淵
閣
本
に
は
、
目
次



890 

は
な
い
が
、
本
文
中
に
は
問
題
の
各
巻
の
冒
頭
に
「
闊
」
と
注

し
て
い
る
。
潟
氏
本
は
、
目
次
の
各
巻
の
と
こ
ろ
は
空
欄
に
な

っ
て
い
る
が
、
本
文
中
に
は
問
題
の
三
巻
に
つ
い
て
の
注
は
な

い
。
な
お
こ
の
こ
と
か
ら
「
大
字
本
」
に
も
、
問
題
の
三
巻
が

欠
け
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

以
上
、
前
述
の
版
本
は
す
べ
て
九
十
四
巻
本
で
あ
り
、
い
ず

れ
も
目
次
の
空
欄
あ
る
い
は
本
文
中
の
注
を
見
れ
ば
、
計
三
巻

が
原
欠
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
す
る
と
『
四
庫
提

要
』
は
、
な
ぜ
巻
九
十
二
を
原
欠
と
し
て
指
摘
し
な
か
っ
た
の

か
。
そ
れ
は
襲
氏
本
お
よ
び
注
氏
本
の
巻
九
十
一
の
巻
末
に
あ

る
、
あ
の
読
み
に
く
い
注
に
原
因
が
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い

で
あ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
注
の
見
に
く
さ
故
に
、
そ
の
注
を
見
落

と
し
、
巻
九
十
二
が
欠
け
て
い
る
こ
と
に
気
付
か
な
か
っ
た
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。

で
は
『
四
庫
提
要
』
は
、
目
次
の
空
欄
に
も
気
付
か
な
か
っ

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
目
次
の
空
欄
を
見
落
と
し
た
可
能

性
が
あ
る
例
と
し
て
、
次
に
部
鯨
辰
『
増
訂
四
庫
全
書
簡
明
目

録
標
注
』
(
-
九
五
九
年
・
北
京
中
華
書
局
排
印
本
）
に
付
さ

れ
て
い
る
部
章
の
「
続
録
」
の
例
を
挙
げ
て
説
明
す
る
。

四
庫
関
係
の
書
物
の
中
で
も
、
こ
の
部
章
の
「
続
録
」
は
排

印
本
の
せ
い
も
あ
っ
て
か
、
誤
り
が
甚
だ
し
い
。
す
な
わ
ち
「

其
れ
一
十
九
巻
、
九
十
二
巻
、
目
録
均
し
く
空
白
。
此
れ
に

拠
ら
ば
、
則
ち
両
巻
固
よ
り
原
欠
す
」
と
あ
る
。
も
し
『
四

庫
提
要
』
に
従
う
な
ら
ば
「
八
十
一
巻
、
八
十
九
巻
」
の
両
巻

を
原
欠
と
す
る
べ
き
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
あ
え
て
「
九
十
二

巻
」
を
原
欠
と
す
る
。
こ
れ
は
本
来
「
八
十
一
巻
、
八
十
九
巻
」

と
す
べ
き
と
こ
ろ
が
、
誤
植
で
―
つ
に
な
り
「
一
十
九
巻
」
と

な
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
後
に
「
両
巻
」
と
あ
る
の

で
、
そ
の
可
能
性
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
い
ず
れ
の
目
次
に
も
空

欄
は
計
三
箇
所
あ
る
の
で
、
「
続
録
」
は
明
ら
か
に
、
そ
の
一
幻ー

箇
所
を
見
落
と
し
て
い
る
。
「
続
録
」
の
言
う
「
両
巻
」
と
は
、

0

巻
十
九
が
現
存
す
る
以
上
、
巻
九
十
二
と
も
う
一
巻
、
す
な
わ

ち
巻
八
十
一
か
巻
八
十
九
の
ど
ち
ら
か
一
方
を
指
す
こ
と
に
な

る
。
結
論
か
ら
言
う
と
、
「
続
録
」
が
巻
八
十
九
を
見
落
と
し

た
可
能
性
の
方
が
高
く
、
そ
の
原
因
は
目
次
の
形
式
に
在
る
と

思
わ
れ
る
。
そ
の
理
由
を
述
べ
る
。

ま
ず
十
行
本
は
毎
半
葉
十
行
の
目
次
、
十
三
行
本
は
毎
半
葉

十
二
行
の
目
次
を
採
用
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
以
後
、
襲
氏

本
も
注
氏
本
も
、
ど
ち
ら
も
後
者
の
毎
半
葉
十
二
行
の
目
次
を

採
用
し
て
い
る
。
次
に
目
次
の
「
巻
八
十
一
」
「
巻
八
十
九
」
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「
巻
九
十
二
」
と
記
さ
れ
た
次
の
行
、
す
な
わ
ち
篇
名
が
記
さ

れ
る
べ
き
部
分
は
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
す
べ
て
空
欄
に
な
っ

て
い
る
。
そ
し
て
毎
半
葉
十
行
の
目
次
あ
る
い
は
毎
半
葉
十
二

行
の
目
次
、
こ
の
い
ず
れ
の
目
次
も
、
袋
と
じ
に
し
て
版
心
の

と
こ
ろ
で
折
り
こ
む
と
き
、
「
巻
八
十
九
」
の
四
文
字
は
袋
と

じ
に
し
た
葉
の
表
側
の
最
終
行
に
く
る
。
こ
の
た
め
、
次
の
行

の
空
欄
部
分
は
袋
と
じ
に
し
た
葉
の
裏
側
に
な
る
。
し
た
が
っ

て
冊
子
を
開
い
た
ま
ま
の
状
態
で
は
、
「
巻
八
十
九
」
の
次
の

行
が
空
欄
で
あ
る
こ
と
に
、
一
見
し
た
と
こ
ろ
、
気
付
き
に
く

く
な
っ
て
い
る
。
同
じ
よ
う
な
例
が
内
閣
文
庫
蔵
の
十
三
行
本

に
も
見
ら
れ
る
。
こ
の
内
閣
文
庫
蔵
の
十
三
行
本
の
目
次
の
「

巻
八
十
一
」
お
よ
び
「
巻
九
十
二
」
の
下
に
は
、
墨
筆
で
「
鋏
」

と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
「
巻
八
十
九
」
の
下
は
空
欄
の
ま
ま
で

あ
る
。
こ
れ
も
目
次
の
「
巻
八
十
九
」
に
続
く
空
欄
を
見
落
と

し
た
た
め
、
巻
八
十
九
に
対
す
る
注
意
書
き
が
漏
れ
た
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。
以
上
の
よ
う
な
理
由
で
、
「
続
録
」
の
言
う
「

一
十
九
巻
」
と
は
、
「
八
十
一
巻
」
の
誤
植
で
あ
り
、
「
続
録
」

は
目
次
の
「
巻
八
十
九
」
に
続
く
空
欄
を
見
落
と
し
た
と
考
え

る
。
こ
れ
と
同
じ
理
由
で
、
『
四
庫
提
要
』
も
、
目
次
の
空
欄

の
―
つ
を
見
落
と
し
て
、
計
二
巻
を
原
欠
と
し
た
可
能
性
が
あ

る
。
念
の
た
め
、
袋
と
じ
を
広
げ
た
形
（
図
④
）
を
最
後
に
図

示
し
て
お
く
。

以
上
、
論
じ
た
こ
と
を
要
約
す
る
と
、
『
日
抄
』
の
巻
数
問

題
は
、
次
の
よ
う
に
結
論
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
『
日
抄
』
は
、

元
の
至
元
三
年
の
時
点
で
、
全
九
十
七
巻
と
は
言
う
も
の
の
、

そ
の
内
の
三
巻
す
な
わ
ち
巻
八
十
一
・
巻
八
十
九
•
巻
九
十
二

は
完
全
に
失
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
以
後
『
日
抄
』
は
計
九
十
四

巻
の
形
で
伝
わ
っ
て
ゆ
く
。
『
四
庫
提
要
』
は
計
九
十
五
巻
と

す
る
が
、
お
そ
ら
く
こ
れ
は
誤
り
で
、
そ
の
誤
っ
た
原
因
と
し

て
は
、
襲
氏
本
の
巻
九
十
一
の
巻
末
の
注
が
非
常
に
読
み
と
り

に
く
い
こ
と
、
ま
た
目
次
の
巻
八
十
九
の
次
の
行
の
空
欄
が
見

落
と
し
や
す
い
こ
と
、
こ
の
二
つ
が
考
え
ら
れ
る
。

屈
記
]
本
稿
は
、
市
川
国
際
奨
学
財
団
の
研
究
助
成
金
に

よ
る
「
中
国
に
お
け
る
「
百
科
全
書
」
の
総
合
的
研
究
」
の
研

究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
な
お
筆
者
は
、
日
本
学
術
振
興
会
の

特
別
研
究
員
で
あ
る
。
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